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肺がんドック

肺の入り口にできる「肺門型」肺がんは、胸のレントゲン写真には写りにくいのです。しかし痰の中にがん細胞がこぼれ落ちてくることが多く、

痰の細胞検査で早期に発見することができます。たばこを吸われる方は、この型のがんが多いので注意が必要です。一方、肺の奥にできる「肺野型」肺がんは、

胸のレントゲン写真で見つかることが多く、一番大切な検査です。しかし早期の小さながんはレントゲン写真では発見が困難でした。当院の肺がんドックでは、

ヘリカルＣＴと呼ばれる肺のＸ線断層検査を併用することで、胸のレントゲン写真で発見の難しい、直径５ｍｍ程度の早期の肺がんも見つけることが可能となりました。

最近では、ヘリカルＣＴを検診に導入することで肺がんの約７０～８０％が早期に発見され、そのなかの８０％前後は手術により治すことが可能になってきています。

一方、検診以外で発見された場合は、約３０％の肺がん症例しか手術することができず、かつ手術した約３０％程度しか治すことができないのが現状です。

肺がんは、１９９８年以来日本人の癌死亡の第１位で増加中です。肺がんは、１９９８年以来日本人の癌死亡の第１位で増加中です。

ヘリカルＣＴで肺がんを早期に見つけ治癒を目指します。

肺がんは、1998年以来日本人の癌死亡の第１位で増加中です。

矢印が甲状腺がんです。甲状腺は首の前にあり、
甲状腺ホルモンを作ります。左右にありますから、
がんが見つかれば片側の甲状腺を手術で取ることが出来ます。
矢印が肺がんです。早期に見つければ、肺の一部を切除します。
進行すると脳、骨など全身に転移するので、早期に診断する
必要があります。喫煙者はがんになる確率が高くなります。
矢印が肝臓がんです。B型、C型肝炎や、肝硬変の人は
がんになる確率が高くなります。早期に見つければ、手術やがんを電波で
焼く事で、治療できます。
矢印が腎臓がんです。血尿で見つかる
場合もありますが、症状がでなくて、健診で見つかる場合も多いです。
腎臓は左右にありますから、片側の腎臓を取って治療することが出来ます。
矢印が卵巣がんです。5�以上の大きながんが多く、CTで発見しやすいです。
卵巣は左右にありますから、片側の卵巣を取って治療することが出来ます。

この様にCTで多くの種類のがんを見つける事が可能です。
全身CTでは10分前後で検査が終了します。
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肺気腫：喫煙で肺が壊れ縮みにくくなり、

酸素が取り込めにくくなります。

肺線維症：原因不明の炎症で肺が縮み、

　酸素が取り込めにくくなります。

肺結核：症状がなくても発症していることがあり、

再び増加してきています。


